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【調査研究の概要】 

・原発の再稼働を巡り、焦点となる諸問題について原子力規制委員会の審査を監視し、交渉などを通じて調査、

検証を行い、それを公にしながら解決を図る作業を行ってきた。 

・原発の基準地震動の策定に用いられる経験式の過小評価についての島崎邦彦元原子力規制委員長代理の提言を

受け、提言の内容、規制庁による試算、規制委による批判と島崎氏の再反論などを検証した。 

・熊本地震の教訓から、繰り返しの揺れに対する原発の耐震安全性について調査し、政府交渉などを通じて、現

状の耐震審査では、繰り返しの揺れの影響が考慮されていないことを明らかにし、さらに、現状の審査資料か

ら、繰り返しの揺れの影響を考慮した場合には、不合格となることを明らかにした。 

・美浜原発 3号炉、玄海原発 3・4号炉、川内原発 1・2号炉（免震なしの緊急時対策所の設置変更許可）の原

子炉設置変更許可申請の審査書案に対するパブコメの提出をよびかけ、「パブコメのたね」を作成し、ワーク

ショップを開催した。 

・40 年超え老朽炉の美浜 3 号炉、高浜 1・2 号炉の運転期間延長認可について、中性子照射による応力腐食割

れや疲労割れを想定した疲労の進展、劣化を考慮した耐震安全性などについて問題点を指摘しながら、署名活

動に協力し、また、名古屋地裁での行政訴訟に協力した。 

・島根原発で発覚した、中央制御室の空調ダクトが腐食により多数の穴が開いていた問題で、同様の問題を運転

中の原子炉でも抱えている可能性があることから、直ちに停止して点検するよう緊急の要請を行った。規制庁

はその後、点検指示を出した。 

・原発の重大事故に備えた安定ヨウ素剤の事前配布について、PAZだけではなく、UPZについても事前配布を

行うよう、避難弱者の施設について、すぐに配布して服用できる体制をとるよう求めて国及び地方自治体に対

し、要請を行った。 

【調査研究の経過】 

2016年 4月 25日  政府交渉 川内原発と高浜原発１・２号の老朽炉問題 

2016年 6月 29日  院内集会 老朽炉問題／基準地震動の過小評価／繰り返しの揺れ問題 

2016年 7月 13日  意見陳述 高浜１・２号炉・名古屋地裁行政訴訟にて代表が意見陳述 

2016年 7月 22日  院内集会 原発の地震動評価見直しと美浜原発３号炉審査の中止を求めて 

2016年 9月 9日  政府交渉 原発地震動過小評価／繰り返しの揺れ／原発避難問題 

2016年 12月 13日 聞き取り 安定ヨウ素剤の事前配布についてひたちなか市にヒアリング 

2017年 1月 16日  要請行動 配管腐食問題で稼働中の原発は止めて点検するよう要請 

2017年 3月 28日 要請行動 茨城県へひたちなか市の安定ヨウ素剤事前配布を認めるよう要請 

2017年 3月 30日 裁判期日 美浜３号炉・名古屋地裁行政訴訟にて繰り返しの揺れ書面協力 

2017年 3月 31日 政府交渉 安定ヨウ素剤事前配布を認めるよう要請 

2017年 3月 28日 要請行動 茨城県へひたちなか市の安定ヨウ素剤事前配布を認めるよう要請 

【今後の展望など】 

・沸騰水型原子炉の審査についても、引き続き監視・調査活動を続けたい。 
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原子力規制行政の
市民による監視と
検証 
原子力規制を監視する市民の会 



原子力規制
行政の市民
による検証 

行政交渉 

裁判への協力、文書活動 

行政不服審査法に基づく異議申立て 

ＦＦＴＶによる発信、院内集会等 

 

＜検証対象＞ 

新規制基準適合性審査 

４０年超の寿命延長審査（高浜原発１・２
号機／美浜原発３号機） 

原子力防災・避難計画／安定ヨウ素剤配布 



審査の現場
で何が起き
ているのか 

熊本地震をきっかけとした島崎邦彦
氏の警告 

地震動評価の二重の過小評価 

熊本地震で問題となった繰り返しの
揺れの影響 

火山灰評価で電中間が新知見…バッ
クフィットは？ 

原子力防災・避難計画／安定ヨウ素
剤事前配布希望自治体に対する対応 



安定ヨウ素剤の事前配布 
 
＜原子力災害対策指針＞ 
・ＰＡＺ（５キロ圏内）…事前配布 
・ＵＰＺ（３０キロ圏内）…備蓄（事後配布） 
・協議会の承認によりＵＰＺでも事前配布可能 
 
＜ひたちなか市＞ 
・市内全域での薬局方式による事前配布を実施 
・茨城県と国…配布方法に問題があるとし、交付金による
配布を拒否 
・市の予算で独自に安定ヨウ素剤を入手して配布 
・３歳児未満用ゼリー剤は入手困難な状況 





ひたちなか市ＨＰより 



規制庁／安定ヨウ素剤の配布・服用にあたって 





＜政府交渉＞ 
・ゼリー剤の独自購入は何ら問題がない 
・健診の活用で国費を用いた配布は問題ない 





東京新聞 



東京新聞 ４／９ 





東京新聞 ４／２７ 



安定ヨウ素剤の事前配布を求める意味 
 
＜事前服用の効果＞ 
・プルーム通過後の服用では効果が激減する 
＜福島原発事故の教訓＞ 
・備蓄ではプルーム通過前の配布・服用は不可能 
 
・事前配布は原発立地周辺住民の特に子どもたちの安全
を守る権利 
 
＜脱原発へ遠回りにみえる近道＞ 
・事前配布を受けると原発を意識せざるをえなくなる 
・脱原発へ進む遠回りにみえる近道 



規制庁／安定ヨウ素剤の配布・服用にあたって 



熊本地震と基準地震動の過小評価 



596ガル 

856ガル 

不確かさ
の考慮 

入倉・三
宅式によ
る基本パ
ターン
（A) 

関電の計算 規制庁の計算 

（B） 
入倉・三宅式
による基本パ
ターン 

武村式による
基本パターン 
（B）×1.8倍 なぜか減少 

356ガル 

644ガル 

不確かさの考慮は積
まれていない 

関電の計算をベース
に武村式を使い、不
確かさの考慮をつん
だ場合 

武村式による
基本パターン 
(A)×1.8倍 

不確かさの
考慮 

1080ガル 

1550ガル 
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